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＜講　演＞

インド国におけるジャガイモ収穫機の普及実証

　大橋　敏伸
東洋農機株式会社　監査役

東洋農機の大橋でございます。よろしくお願
いいたします。
当社は，JICAの支援事業で中小企業支援事
業というのがありまして，それを使いインドで
ジャガイモ収穫機の普及実証事業を行ってまい
りました。その経験をもとに，中国にも進出し
たりということをやっていまして，そのお話を
させていただきます。

インドでの取組

当社は帯広にあります。今年で 111周年にな
ります。主に畑作の大型機械を生産・販売して
います。主力の商品として，ポテトハーベス
タ，ブームスプレーヤがございます。これが
ブームスプレーヤ，これがポテトハーベスタで
す（図 1）。これらの経験を生かして，インド
にも出ていけるのではないかと判断したという
ことです。
2012年にインドから引き合いがございまし

た。2013年に，中小機構の F/S調査事業とい

うのがあり，それで初めてインドに行ってまい
りました。それだけでは分からないことがたく
さんありましたので，その翌年にインドのパン
ジャブ州でジャガイモ関連の大きな研究会があ
るということで，そこに再度調査に行きまし
た。
そういったことを基に JICAの案件化調査事

業に応募し，採択され，2015年 3月，1年間で
調査事業は終わりました。それをベースにし
て，今度は普及・実証事業に応募し，採択され
たわけです。そして，2018年 5月にこの事業
が完了しました。
これまで当社の海外展開というのは，主に

ODAとかスポット的なお話，特に中国では製
糖工場などから支援要請があり，細々やってき
たということがあります。当社はジャガイモの
収穫機が主力だということはあるのですが，世
界的に見てジャガイモというのは重要な作物で
す。最近，中国ではジャガイモを第三の主食に
しようということで，政府が中心になって今盛
んに活動をしていると聞いております。水田に
比べまして水をあまり必要としないということ
で，中国は，やはり水事情が非常に悪くなって
いるということがあるようです。
図 2は右のほうにジャガイモ 1個の栄養素
を全部列挙したのですが，欧米人が今の体格に
なったのはジャガイモを食べたおかげだと言わ
れるぐらい栄養的には優れていると言われてお
ります。
ジャガイモは，食料安全保障のためには重要
な作物であると言われております。世界的に見図 1
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て，生産高は中国が断トツで，その次がイン
ド，以下ヨーロッパがありますが，最初，イン
ドでジャガイモを作っているとは知りませんで
した。インドのジャガイモ産地は北側に位置し
ており，ウッタルプラデシュ，西ベンガルと
いったところが生産量は非常に多く，当社はパ
ンジャブ州にフォーカスしてプロジェクトを展
開しました。
その理由は，パンジャブ州とい

うのはインドの中でも比較的裕福
な地帯であり，種芋の主産地であ
るため，付加価値の高い農業を
やっているということです。イン
ドでは，10月に植え付けて，2

月，3月に収穫します。一般にイ
ンドでは三毛作，例えば米・米・
ジャガイモ，小麦・米・ジャガイ
モとか，野菜を作ってジャガイモ
ということで，冬にジャガイモが
作られています。
JICAの普及・実証事業の実施

体制ですが，JICAが中心になり，
パンジャブ州にカウンターパート

になっていただいて，その配下の研究所や企
業，ここに POSCONとありますが（図 3），
大きなジャガイモの生産組合です。農協という
のはほとんどなくて，こういう組合が中心と
なって活動しているということです。それで，
当社が提案者になり，将来インドで機械の普及
をするための技術支援をしたいと考えて行いま
した。

図 2

図 3
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インドの農村の現状

まず，インドの農村は労働力不足と言われて
いました。中国の調査をしたときも労働力不足
と言われて，「えっ」と思いました。この両国
は世界一，二を争う人口が多い国ですが，なぜ
労働力不足なのかということを解説します。ま
ず，インドというのは社会主義であり，農村の
雇用を保障しようということで労働賃金を国が
決めています。それで，賃金が年々増加してき
ているということがあります。それから，イン
ド全体も経済が発展してきているために，非常
に貧しい地域からこういった比較的豊かと言わ
れる地帯に大量の出稼ぎ者が来ていたのです
が，そういったところからの供給もままならな
くなってきているというこ
ともあります。もっと言い
ますと，パンジャブ州とい
うのは，お隣のパキスタン
にもパンジャブ州があっ
て，昔，印パ戦争があった
ときに割譲して分かれた地
帯です。ですから，パン
ジャービーというヒン
ドゥー語とちょっと違う言
葉が話されているためにコ
ミュニケーションが取りや
すいということで，パン
ジャブ州から出稼ぎ者を入
れているということがあり
ます。
それから，図 4のよう

に労働者は家族連れで来ま
す。その人たちの食料や滞
在施設，燃料費といったも
のが非常にかかるわけです
が，そういったものは地主
などが負担しなければいけ
ないので，年々賃金は上が
る，費用はかさむというこ

とで，やはり何とかしなければいけないという
のが最近の情勢であります。下に主な作業賃金
の推移を列記してあります。ジャガイモ収穫作
業の賃金に規定はありませんが，200から 250

ルピーです。図 5が出稼ぎ者の居住小屋です。
出稼ぎ者は，一旦帰郷すると，より条件のよい
ところに行ってしまって戻ってこないというこ
とがあります。そのために，大農家はこういっ
た人たちを囲い込むために通年で雇用していま
す。それから，契約金には一切手をつけない
で，持って帰りたい。そのために，最低限の生
活費を出してやらなければいけないということ
があるようです。
インドは義務教育があるのですが，こういっ
たところにいる子供さんたちは義務教育を受け

図 4

図 5
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ていないような感じがしま
した。こういった点でも，
SDGsの考え方からいうと
非常に問題があるのではな
いかと思います。
それから，インドは非常

に厳しいカースト制があり
ます。その底辺にいる人が
農業の労働者として雇用さ
れているのですが，最近
は，そうした人々も都会の
工場や建設現場などで働く
人が多くなってきて，農村
にはなかなか来なくなってきました。また，社
会主義で，農業者への支援が，非常に手厚いと
いうほどではないのですが，がむしゃらに働か
なくても生活できるような状況なものですか
ら，楽なほうに行きやすい。逆に言うと，家で
寝ているとか，働かないという人が結構多いら
しいです。農村などに行くと女性が一生懸命働
いているのですが，ご主人は家で寝ているとい
うような感じであると。ですから，支援が手厚
いということが非常に問題ではないかと思いま
した。
では，インドの慣行収穫体系についてお話し

します。
図 6の上の 3枚の写真ですが，これが一般

的なインドの収穫体系です。左上が，牛に引か
せる鋤，で芋の畝を浮かせて，その後，下のよ
うに手で拾うというやり方。西ベンガルのほう
に行くと，小さなハンドテーラーで掘り起こし
て手で拾う。比較的裕福だと言われるパンジャ
ブ州でも，トラクターの後ろに牽引する 2畦の
ディガーで掘り上げて，手で拾う。それで，手
で集めたものを写真下中心にある麻袋に詰めて
圃場外に搬出する。一つが 60キロありまして，
非常に重たいのですが，これを 1人で軽々と持
ち上げる。ちょっと我々では考えられません。
このような方法で 1ヘクタールほどを 1日で

やろうとすると，50人以上の人間が必要らし

いです。最初これを見たときには，何かお祭り
でもやっているのかなと思いました。そして，
その場で麻袋を縫い上げて，詰めたものがこぼ
れないようにすると。非常に非能率的だと感じ
ました。そういったものを圃場外に持ち出し
て，小山にしてキュアリングをします。インド
の圃場環境というのは，ジャガイモは冬の作物
ですけれど，乾期であるということで，灌漑を
しなければ育たないということがあり，水田の
後作として最適だと言われます。我々はあまり
そういうことは感じたことがないですけれど，
インドではそのようにやっています。この奥の
ほうで田植えをしていて，その横で芋を掘って
います。それで，畝間灌漑をしています。図 7
が畝間灌漑のための用水路です。これに水を通
して灌漑をしています。
インドは三毛作であるということで，前作の

インドでの収穫体系

図 6

図 7
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遅れで次の作業に支障が出るため，計画的に作
業をします。そこで，大量の作業者を通年で雇
用するということになるわけです。
あと，技術的にいかがなものかと思うのは，

畝の幅が各地でまちまちで，直線にしないで途
中で交差していたりというようなことがあっ
て，機械化にはあまり適していないのではない
かと感じました。
畝間灌漑の問題点ですが，まず一つは，この

ように水を流すわけですが（図 8），水分コン
トロールがうまくいかないということがありま
す。そのために，右下の写真のように，急に水
分を上げるとジャガイモが肥大化して，割れが
入ったり，変形するという問題があります。こ
ういったものは日本では商品にはならないので
すが，インドでは，これも売れるからいいのだ

という程度の感覚です。
それから，畝間灌漑をす
ると左右のへりが非常に硬
くなってしまう。インド全
体，何か所か見てきたので
すが，非常に硬い土が多い
というのは，有機物がない
ということです。北海道や
ヨーロッパでは畑に有機物
を入れます。そうすること
によって土が膨軟になると
いうことが考えられるので
すが，牛の糞は燃料になっ

たり，残渣物は飼料になって，還元されること
はないということです。そのために非常に土こ
なれが悪くなる。これが機上に上がってきた土
塊です（図 9）。当社が最初にインドで試験を
したときに，あまりにもひどくてびっくりしま
した。日本では考えられない。ほとんどこう
いった土塊は砕かれていないということがある
と思います。
また，選別も非常に手荒で，表面に傷をつけ
てしまうことがあります。こういったことがロ
スを多くしているのではないかと感じました。
そこで，東洋農機の提案ということになりま
す。

東洋農機の提案とその成果

JICAの支援を受けまして，自走式の機械と
トラクターに牽引させる機械を投入しました。
いずれも当社の商品の中では小さいタイプで
す。自走式は主に鹿児島でたくさんお使いいた
だいていますが，小さな圃場でも小回りが利く
ということでご利用いただいています。ある程
度畑が大きいところであれば，牽引タイプは導
入コストを考えて提案しました。インドでは，
60から 66cmの間でまちまちな畝間なのです
が，これを 75cmにしていただいて試験をしま
した。これが適応したときの様子です（図

図8

図 9
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10）。この機械は，選別する機能があって，掘
り上げて収納するタンクを備えています。日本
では，ジャガイモのほかにサツマイモ，サトイ
モ，ニンジンなどの掘り上げを行っており，芋
に傷をつけないように工夫しています。小さな
圃場でも小回りが利き，選別コンベアの上で土
塊がきちっと砕土されており，このように楽に
選別することができます。
次は一般的なインドの慣行法と，私どもが提

案した収穫方法です。
インドの慣行法では，このような工程を踏ま

なければいけないのです（図 11）。プロセスに
よる違いということで，インドの慣行法では投
下労働人数は 25人です。それに対してジャガ
イモ収穫機を使った場合は 5人で済む。収穫能
率は，インドの慣行法では 8時間で 0.4haです
が，ジャガイモ収穫機を使った場合は 8時間で
1.4ha掘れます。そして，慣行法の場合は傷が
非常に多い。手で扱っているのになぜだろうと
思いましたが，掘り上げるときに土塊を砕くよ
うな感じで機械を高速で回しています。そのせ
いで傷，打撲が多い。それから，機械の損傷も
多くなります。そして，掘り取りのロスも 8.2%

と結構あり，このように掘り上げたものが土に
隠れてしまうのですが，そういったものを探し
て集めるということを作業者はしません。自分

の範囲がここからここまで
と決まったら，余計なこと
をしないという感じです。
そのことを指摘したのです
が，地主も，あいつらに
言ってもしょうがないとい
う反応でした。対しまし
て，機械でやるとロスが非
常に少なくなりました。
それから，畝間をきちっ
とそろえていただくという
ことをやりました。これに
より，タイヤによる損傷も
なくなるため，植え付けか

らちゃんと指導しなければいけないということ
で，日本で行っているようにサブソイラーをか
けて，プラウで起こして播種をするという一連
の機械を導入しました（図 12）。その結果，土
砂の混入が 10m当たり 22.7kgから 4.3kgに減
り，作業速度も毎秒 0.32mから 0.69mに上が
り，時間当たりの収穫面積は 0.08haから 0.17ha

になりました。何よりも向こうの方に驚かれた
のは，緑化イモが非常に少ないということで評
価されました。
それから，枠で囲ったところが商品として重
要なサイズですが（図 13），このようによく揃
うというか，お金になるサイズのものがたくさ
ん取れるということで，これらについても驚か
れました。
機上選別を女性の方に経験させたのですが，

図 10

図 11
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御覧のとおり服装がどう見ても農作業をするよ
うなイメージではありません。そして，このよ
うにショールをかぶる。このショールがひらひ
らして，ちょっと危険だなというようなことが
ありました（図 14）。こういったことも将来教
育としてきちっとやっていかなければいけない
と思いました。
このプロジェクトの成果については，報告会

を行いました。実演会も行い，JICAインドの
担当の方，カウンターパートの州政府の部長
等，関係者にお集まりいただいて見ていただき

ました。以上がプロジェクトの概要です。
それから，いろいろ調査をしてきました。
これは，ジャガイモの大きなエキシビション
があったのですが，そこで出ていました主な
ジャガイモの機械は，プランターと掘取り機で
す（図 15）。それから，ペプシコというのがポ
テトチップスでは非常に大きなシェアを持って
いるということで，ジャガイモの原料確保のた
めに機械化したいということで，その提案をし
ているコーナーがありました。小さな掘取り機
とか 1畦のプランターというようなものを提案
していたのですが，この程度なのかなと感じま
した。
それから，同じカウンターパートのところに
オランダ政府からも派遣されていて，このよう
にマイクロチューバーを増産するというような
ことと（図 16），オランダは種も輸出するため
に国を挙げてやっているのですが，そのライセ
ンスビジネスをするためにこういう協力をして
いるとのことで，やっぱり日本も頑張らなけれ

図 13

図 12

図 14

図 15

図 16
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ばいけないなと感じました。
以上で終わりたいと思います。
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